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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成30年3月29日(2018.3.29)

【公開番号】特開2017-199130(P2017-199130A)
【公開日】平成29年11月2日(2017.11.2)
【年通号数】公開・登録公報2017-042
【出願番号】特願2016-88203(P2016-88203)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｔ   1/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   7/60     (2017.01)
   Ｈ０４Ｎ   7/18     (2006.01)
   Ｇ０８Ｇ   1/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｔ    1/00     ３３０Ａ
   Ｇ０６Ｔ    7/60     ２００Ｊ
   Ｈ０４Ｎ    7/18     　　　Ｊ
   Ｈ０４Ｎ    7/18     　　　Ｖ
   Ｇ０８Ｇ    1/16     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成30年2月19日(2018.2.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両（２７）に搭載されたカメラ（１９、２１、５７、５９）を用いて、前記車両に対
して第１の相対位置（３７、４１、６４、６６）にある領域を表す第１の画像（４５、６
３、６５）、及び、前記第１の相対位置よりも前記車両の進行方向側に位置する第２の相
対位置（３９、４３）にある領域を表す第２の画像（４７、４９、６９、７１）を取得す
る画像取得ユニット（７）と、
　前記第１の画像と、前記第１の画像よりも早く取得され、前記第１の画像と重複する領
域を表す前記第２の画像（４７、６９）とについて、輝度、及び／又は、所定の色成分の
強さを対比することで、周囲に比べて輝度が高い、又は、周囲に比べて輝度が低い特定領
域（５５）が前記第１の画像に存在するか否かを判断する判断ユニット（１１）と、
　を備え、
　前記特定領域は、物標の影の領域、又は、照明光が照射された領域である画像処理装置
（１）。
【請求項２】
　請求項１に記載の画像処理装置であって、
　前記第１の画像取得ユニットを用いて取得した前記第１の画像を鳥瞰図画像に変換する
変換ユニット（１２）と、
　複数の前記鳥瞰図画像を合成して合成画像（５１）を作成する合成ユニット（１３）と
、
　前記合成画像を表示する表示ユニット（１７）と、
　前記第１の画像に前記特定領域が存在すると前記判断ユニットが判断した場合、前記合
成画像の表示を停止する表示停止ユニット（１５）と、　
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　をさらに備える画像処理装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の画像処理装置であって、
　前記第１の画像においてレーンマーカ（７２）を認識する認識ユニット（５６）と、
　前記第１の画像に前記特定領域が存在すると前記判断ユニットが判断した場合、前記認
識ユニットによる前記レーンマーカの認識を停止する認識停止ユニット（５８）と、
　をさらに備える画像処理装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の画像処理装置であって、
　前記第１の画像においてレーンマーカ（７２）を認識する認識ユニット（５６）と、
　前記第１の画像に前記特定領域が存在すると前記判断ユニットが判断した場合、前記認
識ユニットが前記レーンマーカを認識するときの設定条件を、前記第１の画像に前記特定
領域が存在しないと前記判断ユニットが判断した場合とは異なる条件とする条件変更ユニ
ット（７３）と、
　をさらに備える画像処理装置。
【請求項５】
　車両（２７）に搭載されたカメラ（１９、２１、５７、５９）を用いて、前記車両に対
して第１の相対位置（３７、４１、６４、６６）にある領域を表す第１の画像（４５、６
３、６５）、及び、前記第１の相対位置よりも前記車両の進行方向側に位置する第２の相
対位置（３９、４３）にある領域を表す第２の画像（４７、４９、６９、７１）を取得し
（Ｓ１、Ｓ４、Ｓ６、Ｓ２１、Ｓ２４、Ｓ２６、Ｓ４１、Ｓ４４、Ｓ４６）、
　前記第１の画像と、前記第１の画像よりも早く取得され、前記第１の画像と重複する領
域を表す前記第２の画像（４７、６９）とについて、輝度、及び／又は、所定の色成分の
強さを対比することで、周囲に比べて輝度が高い、又は、周囲に比べて輝度が低い特定領
域（５５）が前記第１の画像に存在するか否かを判断し（Ｓ８～Ｓ１３、Ｓ２８～Ｓ３１
、Ｓ４８～Ｓ５１）、
　前記特定領域は、物標の影の領域、又は、照明光が照射された領域である画像処理方法
。
【請求項６】
　請求項５に記載の画像処理方法であって、
　前記第１の画像を鳥瞰図画像に変換し（Ｓ４）、
　複数の前記鳥瞰図画像を合成して合成画像（５１）を作成し（Ｓ１７）、
　前記合成画像を表示し（Ｓ１８）、
　前記第１の画像に前記特定領域が存在する場合、前記合成画像の表示を停止する（Ｓ１
１～Ｓ１５）画像処理方法。
【請求項７】
　請求項５に記載の画像処理方法であって、
　前記第１の画像においてレーンマーカ（７２）を認識し（Ｓ３４、Ｓ５７、Ｓ５９）、
　前記第１の画像に前記特定領域が存在する場合、前記レーンマーカの認識を停止する（
Ｓ３１、Ｓ３２）画像処理方法。
【請求項８】
　請求項５に記載の画像処理方法であって、
　前記第１の画像においてレーンマーカ（７２）を認識し（Ｓ３４、Ｓ５７、Ｓ５９）、
　前記第１の画像に前記特定領域が存在すると判断した場合、前記レーンマーカを認識す
るときの設定条件を、前記第１の画像に前記特定領域が存在しないと判断した場合とは異
なる条件とする（Ｓ５１～Ｓ５５）画像処理方法。
【請求項９】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の画像処理装置における各ユニットとしてコンピュ
ータを機能させるプログラム。
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